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事　業　名 農業水利施設活用小水力発電施設整備事業　畑野地区
事業担当機関 由利地域振興局農林部農村整備課
工事期間 平成２６年度～平成２７年度
実施場所 にかほ市大竹

工事費 １２０百万円

工事概要 小水力発電施設N=1式（チューブラ式プロペラ水車N=1式、水圧管路L=698m等）

事業の目的

　農業水利施設を活用した小水力発電を導入することにより、地球温暖化の要因である
二酸化炭素の排出を削減することを目的としている。
　また、発電による収益については、施設を管理する土地改良区の維持管理費に充当さ
れ、これにより農家の負担を軽減し、地域農業の振興を目的としている。
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　小水力発電は二酸化炭素を排出しない再生可能エネルギーであることから、小水力発電を導入すること
により、地球温暖化の要因である二酸化炭素の排出を削減する効果がある。
　秋田県内で第１号の農業水利施設を活用したマイクロ小水力発電所であり、本施設の稼働により、今後
の県内におけるより一層の小水力発電の普及へ波及効果が見込める。
　発電された電力の収益は、施設を管理する土地改良区の維持管理費に充当され、農業水利施設の適正な
管理が図られる。これにより、個々の農家が土地改良区へ負担する賦課金の高騰を抑えることができ、地
域農業の振興と農村の活性化の促進につながる。

　平成２８年５月から畑野小水力発電所が稼働し発電を行っている。
　事業で現地に発電用の案内看板を設置しており、県内外から先進地として視察に来ている。
　年間の計画発電量は３６万kWhとなっており、これは一般家庭約１００軒分の年間使用電力量に相当
する。

図面、写真、説明

事例キーワード

小水力発電

農業水利施設

再生可能エネルギー

畑野地区位置図

畑野頭首工

ヘッドタンク

発電施設

にかほ市

秋田県

にかほ市

畑野地区

県道312号



事業概要票（   ・   ）

　　　　事例ＮＯ．７８

図面、写真、説明

発電施設詳細図

制御盤発電機

水車

超音波流量計

電動バタフライ弁

水圧管

水車

発電箇所 制御盤

ヘッドタンク 案内看板

水車詳細図


